
Layer Vp(km/s) Vs(km/s) ρ(g/cm
3
) Qp Qs

1 1.7 0.35 1.80 119 70
2 1.8 0.5 1.95 170 100
3 2.0 0.6 2.00 204 120
4 2.1 0.7 2.05 238 140
5 2.2 0.8 2.07 272 160
6 2.3 0.9 2.10 306 180
7 2.4 1.0 2.15 340 200 付加体を含む

8 2.7 1.3 2.20 442 260
9 3.0 1.5 2.25 510 300
10 3.2 1.7 2.30 578 340
11 3.5 2.0 2.35 680 400
12 4.2 2.4 2.45 680 400
13 5.0 2.9 2.60 680 400 地震基盤（近畿圏）

14 5.5 3.2 2.65 680 400 地震基盤（上部地殻第1層）

15 5.8 3.4 2.70 680 400 上部地殻第2層

16 6.4 3.8 2.80 680 400 下部地殻

17 7.5 4.5 3.20 850 500 マントル

18 5.0 2.9 2.40 340 200 海洋性地殻第2層（フィリピン海プレート）

19 6.8 4.0 2.90 510 300 海洋性地殻第3層（フィリピン海プレート）

20 8.0 4.7 3.20 850 500 海洋性マントル（フィリピン海プレート）

21 5.4 2.8 2.60 340 200 海洋性地殻第2層（太平洋プレート）

22 6.5 3.5 2.80 510 300 海洋性地殻第3層（太平洋プレート）

23 8.1 4.6 3.40 850 500 海洋性マントル（太平洋プレート）

地震本部などによる地下構造モデル
Ludwig et al. (1970)
長周期地震動予測地図2009年試作版（宮城県沖地震）
Yamada and Iwata (2005)
H17年度大大特広域モデル (田中・他, 2006)
Qs=1000*Vs/5　Qp=1.7*Qs　Qsが400を超える場合は400とする
(Kawabe and Kamae, 2008 を参考）


